
進路だより  

 

「納付書兼領収書」（県立高校受検者のみ）について  

私立高校の出願準備でお忙しいところ恐縮ですが、県立高校を受検する方は受検料の振り込みをお願いします。 

市立高校（市立川越など）は別の用紙が必要ですので、ご家庭でお取り寄せください。 

 

埼玉県収入証紙の販売中止に伴い、所定用紙（納付書兼領収書）を用いた振込による納付方法となります。 

納付書兼領収書は３枚１組になっています。（①納付書兼領収書 ②納付書 ③電算用収納済通知書） 

 

ノーカーボンペーパーを使用しているので、３枚を切り離さない状態で①にボールペンで筆圧をやや強めに 

書くことにより、そのまま自動的に②と③に複写されます。そのため保管するときに重圧をかけないように 

してください。 

 

チェックリストや記入例を参考に住所、中学校名、氏名（生徒名）、電話番号、納付する日付を記入します。 

全日制高校を受検する方には金額の欄に「￥２２００」が印刷された用紙をお渡しします。 

定時制高校を受検する方には金額が空欄の用紙をお渡ししますので、「￥９５０」と記入してください。 

どちらか迷っている方にも金額が空欄の用紙をお渡ししますので、全日制か定時制か決まった段階で 

「￥２２００」または「￥９５０」とご記入ください。 

用紙の種類の変更を希望する場合、及び 書き損じて新しい用紙を希望する場合は中学校へご連絡ください。 

 

納付書による振込は、令和６年１月から行うことができます。 

（１２月中は振り込めませんのでご注意ください！！）  

 

納付可能な金融機関については、以下のページをご覧ください。 

（ https://www.pref.saitama.lg.jp/a1201/kinyukikan.html ） 

 （埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、埼玉県信用農業協同組合連合会、みずほ銀行、 

  三菱 UFJ銀行、三井住友銀行、飯能信用金庫 など多数の金融機関が掲載されています。 

 

なお、それぞれの金融機関の県内店舗若しくは県外店舗の窓口にて、現金のみでの取扱いとなります。 

そのため、各店舗の窓口が開いている時間内での納付をお願いします。 

 

なかなか時間が取れない方もいらっしゃると思うので、早めに用紙（３枚組）を該当者に配布します。 

 

３枚を切り離さずに金融機関にお持ちください。窓口に現金で納付し、収納済印を押された①納付書兼領収書 

を持ち帰り、後日中学校へご提出ください。（ちなみに ②納付書は金融機関が保管、 ③電算用収納済通知書 

は 埼玉県会計管理課が保管するものと思われます。） 

入間市立豊岡中学校 第3学年 
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なるべくなら１月２２日(月)までに （遅くとも１月２６日(金)までに） 

「収納済印」の押された納付書兼領収書を中学校に提出してください。 

県立高校願書の校内締め切りは１月２９日(月)ですが、 

チェックに合格した願書の裏面に納付書兼領収書を貼って高校に郵送することになります。 

市立高校に関して用紙が県から各中学校に配布されないため、用紙はご家庭で取り寄せていただきますが 

それ以降の流れは県立高校と同様です。 
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